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はじめに

第E期対象魚種であるマコガレイの資源管理後の漁獲動向を把握する。

結果

1.漁獲統計調査

漁獲量は、太平洋海域では刺網漁業、小型底曳網漁業の順に多かった。津軽海峡海域では定置

網、刺網漁業が多かった。陸奥湾地海域では刺網漁業、定置網漁業の順に多かった。

いずれの海域でも 12~2 月の冬季に多い傾向が認められた。

2.各地先における全長別組成

マコガレイは各地先においておおむね全長 20cm以上の個体が漁獲されていたO

3.各地先における全長別漁獲状況

小型底曳網漁業及び三沢市、関根浜、横浜町漁協における全長 20cm未満個体の漁獲割合は、

漁獲尾数で全体の 9%、漁獲重量で全体の 5%以下であった。

発表誌:平成 11年度複合的資源管理型漁業促進対策事業報告書.平成 12年 3月.青森県
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